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2012 フォーミュラ・ニッポン年間スケジュール

2012 全日本選手権フォーミュラ・ニッポン 第5戦 2012年8月5日（日） ツインリンクもてぎ
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TEAM IMPULが4年ぶりのフロントロー独占！
No.19 ジョアオ・パオロ・デ・オリベイラが久々のポール獲得
2位の松田はわずか0.004秒差!? 3、4位は一貴、ロッテラーとなる。

J-GP2は、関口太郎が開幕戦以来、今季2度目のポールポジションを獲得。決勝は逃げることができるか!?  
J-GP3の山田誓己は、ホームコースでうれしいポールポジション!!

J-GP2は関口太郎がコースレコードを更新!
J-GP3は山田誓己がポールポジション!!

8月4日（土）、全日本選手権フォーミュラ・ニッポン第5戦の公式予選
が、ツインリンクもてぎ（栃木県）で行われ、No.19 ジョアオ・パオロ・
デ・オリベイラ（TEAM IMPUL）が、1年ぶりのポールポジションを獲
得した。

Q1はデュバルがトップタイムを記録
　午後1時半、20分間のQ1開始時点で、気温は31度、路面温度
は42度という状況。開始直後からほとんどのマシンがユーズドタイ
ヤを履き、マシンの状態を確認。その後、一旦ピットに入り、残り時間
が10分あたりから、ニュータイヤでのタイムアタックへ。早目のアタッ
クに入ったのは、No.16 山本尚貴（TEAM 無限）やNo.1 アンド
レ・ロッテラー（PETRONAS TEAM TOM’S）。だが、ロッテラー
はタイムアタックに入る前のドライバーに次 と々引っ掛かる。それで
もロッテラーは何とか1分35秒435をマーク。辛くも11番手でQ1を
クリアした。上位争いは、まず1分34秒台に入ったNo.2 中嶋一貴
（PETRONAS TEAM TOM’S）がターゲット。このタイムをコンマ
3秒近く上回ったのは、No.8 ロイック・デュバル（Team KYGNUS 

SUNOCO）だった。さらに、No.41 塚越広大（DOCOMO 

TEAM DANDELION RACING）も34秒台をマーク。以下、
No.19 ジョアオ・パオロ・デ・オリベイラ（TEAM IMPUL）、No.32 

小暮卓史（NAKAJIMA RACING）、このQ1でニュータイヤを2

セット使用したNo.3 安田裕信（KONDO RACING）と続く。トラ
フィックに引っかかったロッテラーも、何とか11番手に留まり、Q1突

破を決めた。一方、Q 1

敗退はNo.10 金石年弘

（HP REAL RACING）、No.39 国本雄資（Projectμ/cerumo・
INGING）、No.11 中山友貴（HP REAL RACING）、No.62 嵯
峨宏紀（TOCHIGI Le Beausset Motorsport）、No.18 折目遼
（SGC by KCMG）だった。
　午後2時ちょうどに7分間のQ2が始まる。開始から1分半まで
は誰も動かず。まず真っ先にニュータイヤでコースに入ったのは、
ロッテラー。しかし、“まったくグリップが感じられなかった”と、1コー
ナーで軽くコースアウト。そこから1周走って仕切り直し。その後に
アタックするドライバーでは、まず塚越がトップに。これを一貴が上
回る。さらに、チェッカー目前にデ・オリベイラが、Q2でのトップタイム
を叩き出した。以下、4番手にロッテラー、5番手にNo.20 松田次生
（TEAM IMPUL）、6番手にQ1トップのデュバル。Q3進出を逃し
たのは、No.40 伊沢拓也（DOCOMO TEAM DANDELION 
RACING）、No7 大嶋和也（Team LeMans）、小暮、No.31 中嶋
大祐（NAKAJIMA RACING）、山本だった。

TOM’SとIMPUL、チームメイト同士の激闘
　14時17分、ポールポジションを最終決定する7分間のQ3が始ま
る。開始1分半で各車がコースへ。ここでは、一貴、ロッテラーが真っ
先にコースへ。さらに、デュバル、塚越、初のQ3進出を果たした安
田、No.38 平手晃平（Projectμ/cerumo･INGING）と続き、デ・オ
リベイラと松田は最後にコースへと入る。
　残り約2分で、一貴が1分34秒600の全体ベストタイムを叩き出し
てトップに立つ。続いてアタックを行ったロッテラーは、コンマ1秒あま
り、一貴に及ばず、この時点での2番手となったが、PETRONAS 

TEAM TOM’Sの2台が速さを見せる。だが、セッションの残り時間
が1分を切ったところで、デ・オリベイラがこの2人のタイムを上回る
1分34秒588をマークした。さらにデ・オリベイラにはわずかに1000

分の4秒届かなかったものの、松田も一気に2番手進出。TEAM 

IMPULが2008年第5戦鈴鹿以来のフロントロー（決勝グリッド最
前列）独占を果たしている。デ・オリベイラ自身も昨年の第4戦もてぎ
以来1年ぶりのポール獲得だった。

J-GP2/J-GP3
予選速報は中面です！

Support races result (top10)

Honda CR-Z 10リッターチャレンジ第2回 決勝結果
 Pos No Driver Car Time/Gap

 1 8 橋本 洋平 Honda Sports & Eco Program CR-Z 21'25.547
 2 13 山口 吉明 Honda Sports & Eco Program CR-Z 3.549
 3 15 松原　怜史 Honda Sports & Eco Program CR-Z 10.623
 4 11 仲宗根 雄太 Honda Sports & Eco Program CR-Z 25.100
 5 14 青柳クニトシ Honda Sports & Eco Program CR-Z 35.900
 6 9 山田 大司 Honda Sports & Eco Program CR-Z 38.241
 7 17 斉藤 善和 Honda Sports & Eco Program CR-Z 41.443
 8 19 吉橋 孝之 Honda Sports & Eco Program CR-Z 1'00.249
 9 7 本橋 志津 Honda Cars 東京中央 国立府中店 CR-Z 1'01.456
 10 4 丸茂 亜希子 Honda Cars 千葉 市場店 CR-Z 1'04.594

周回：8周／天気：晴れ／コース：ドライ／出走：16台

全日本フォーミュラ3 第7戦 決勝結果
 Pos No Driver Machine Time/Gap

 1 4 平川　亮 広島トヨペットF312 25'30.801
 2 37 Richard Bradley PETRONAS TOM’S F312 11.655
 3 1 山内 英輝 B-MAX・F312 13.559
 4 36 中山 雄一 PETRONAS TOM’S F312 14.046
 5 8 野尻 智紀 HFDP RACING F312 15.502
 6 2 Rafael Suzuki MAD CROC TODA F308 22.707
 7 20 Gary Thompson KCMG 36.499
 8 23 佐々木 大樹 S Road NDDP F3 36.650
 9 35 勝田 貴元 TDP SPIRIT F307 38.273
 10 7 平峰 一貴 HFDP RACING F307 38.581

周回：14周／天気：晴れ／コース：ドライ／出走：14台

J SPORTS
J SPORTSは今年もFormula NIPPONを全戦放映。サーキッ
トに来場できないファンに、レースの臨場感をお届けします。

●フォーミュラ・ニッポン2012 第5戦 決勝
決勝 5/5（日） 13:30～17:00 J SPORTS3（生放送）
決勝再放送 5/6（月） 13:00～15:30 J SPORTS3　ほかリピート放送あり
○番組ホームページ :  http://www.jsports.co.jp/motor/formula_nippon/

BSフジ
決勝日の翌週日曜日（再放送は翌々土曜日）にレースダイ
ジェストを放映します。

●フォーミュラ・ニッポン2012 第5戦 ツインリンクもてぎ
8/12（日） 18:00～18:55［再放送：8/18（土）13:00～13:55］
○番組ホームページ :  http://www.bsfuji.tv/top/pub/formura2012.html

GyaO!（オンデマンド放送）
 大会終了後14日後、24:00よりオンデマンド配信
http://www.yahoo.co.jp/
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8
ロイック・デュバル
Team KYGNUS SUNOCO
TOYOTA RV8K
Q1: 1'34.679
Q2: 1'35.168
Q3: 1'34.824

Formula NIPPON
Starting Grid Race start:

14:00

2

2
中嶋 一貴

PETRONAS TEAM TOM’S
TOYOTA RV8K

Q1: 1'34.929
Q2: 1'34.974
Q3: 1'34.600

10

20
松田 次生
TEAM IMPUL
TOYOTA RV8K
Q1: 1'35.178
Q2: 1'35.155
Q3: 1'34.592

7

16
山本 尚貴
TEAM 無限

Honda HR12E
Q1: 1'35.417
Q2: 1'35.890

P.P.

1
アンドレ・ロッテラー
PETRONAS TEAM TOM’S
TOYOTA RV8K
Q1: 1'35.435
Q2: 1'35.147
Q3: 1'24.712

9

19
ジョアオ・パオロ・デ・オリベイラ

TEAM IMPUL
TOYOTA RV8K

Q1: 1'35.045
Q2: 1'34.908
Q3: 1'34.588

6

10
金石 年弘
 HP REAL RACING
Honda HR12E
Q1: 1'35.767

13

38
平手 晃平

Project μ/cerumo·INGING
TOYOTA RV8K

Q1: 1'35.344
Q2: 1'35.214
Q3: 1'35.211

4

7
大嶋 和也
 Team LeMans
TOYOTA RV8K
Q1: 1'35.587
Q2: 1'35.537

3

3
安田 裕信
KONDO RACING
TOYOTA RV8K
Q1: 1'35.150
Q2: 1'35.235
Q3: 1'35.266

11
中山 友貴
HP REAL RACING
Honda HR12E
Q1: 1'37.600

8

18
 折目　遼
SGC by KCMG
TOYOTA RV8K
Q1: 1'37.781

12

32
小暮 卓史

NAKAJIMA RACING
Honda HR12E

Q1: 1'35.050
Q2: 1'35.543

16

41
塚越 広大

 DOCOMO TEAM DANDELION RACING
Honda HR12E

Q1: 1'34.953
Q2: 1'35.109
Q3: 1'34.722

11

31
中嶋 大祐
NAKAJIMA RACING
Honda HR12E
Q1: 1'35.559
Q2: 1'35.714

14

39
国本 雄資

Project μ/cerumo·INGING
TOYOTA RV8K

Q1: 1'35.985

15

40
 伊沢 拓也
 DOCOMO TEAM DANDELION RACING

Honda HR12E
Q1: 1'35.403
Q2: 1'35.523

予選日：	2012年8月4日（土）		出走18台
Q1：天候：	晴れ／路面：	ドライ
Q2：天候：	晴れ／路面：	ドライ
Q3：天候：	晴れ／路面：	ドライ
予選通過基準タイム：	1'41.306 : 107%

※本グリッドは公式予選結果を元に予選速報編集部で作成したもので、主催者による公式発表ではありません。

1762
嵯峨 宏紀

 TOCHIGI Le Beausset Motorsports
TOYOTA RV8K

Q1: 1'37.745
18



　フォーミュラ・ニッポンの現在進行形の話題を取
材記者に提供するフリースタイルの公式会見「サ
タデーミーティング」。株式会社日本レースプロ
モーションの白井裕社長と記者団との今回の話
題は。まず先に公募された2013年シーズンから
使用されるシリーズの新名称のこと。気になる新
名称は今大会の決勝日、8月5日の午前9時50分

からの発表記者会見にて公表されることになっ
た。記者会見の模様は場内のビジョンでも放映さ
れるとのことで、応募した人もそうでない人もぜひ
注目してほしい。
　もうひとつの話題は、2013年の開催スケジュー
ル。現在JAF、各サーキットと調整中とのことだが、
今季と同じ7戦と言うことだ。韓国戦は日程調整

が難しく、今後にエキジビション開催を検討してい
るということだ。
　記者からは、2014年より使用する新シャシーに
関しての質問が出た。これに白井社長は「どこの
コンストラクターのものを使うかは、ほぼ決定しまし
た。まだ契約が済んでいませんので、ここでの発
表は控えさせてください」と答えた。契約関連がク
リアになれば発表したいとのことで、楽しみに待っ
てほしい。

Round 5 MOTEGI Preview

IMPULとTOM’Sの対決はタイトルにも影響!?
塚越＆Hondaの巻き返しにも注目だ！
　TEAM IMPULのジョアオ・パオロ・デ・オリベ
イラと松田次生がフロントローを独占。現在、ラ
ンキングトップ2につけるPETRONAS TEAM 

TOM’Sの中嶋一貴とアンドレ・ロッテラーがセカン
ドローにつけるという結果になった昨日の予選。
オーバーテイクが容易でないと言われているツイ
ンリンクもてぎでは、この結果が重要な意味を持
つ。現在、ランキング4位のデ・オリベイラは、ここで
大量得点しなければ、今後のタイトル争いが厳し

くなってくるため、今回はポール・トゥ・ウィンが絶対
条件。対する一貴とロッテラーは、このデ・オリベイ
ラを何としても止めたいところだ。
　さらに、予選5位につけ、Hondaエンジンユー
ザーとして唯一Q3を走った塚越広大も、目の前
にいるライバルたちを逆転しなければならない。そ
の第一の鍵となるのは、やはりスタート。前回の富
士で、ロッテラーは8番手から一気に3番手まで浮
上したが、今回もその再現となる好スタートを決め

るのか。あるいは、デ・オリベイラがホールショットを
奪うのか。はたまた一貴が2人のつば競り合いを
横目に、一気にトップに立つのか。今年ここまで、
あまりいいスタートを切れていない松田も、今回は
チャンス。絶対にトップを狙ってくるはずだ。その後
の戦いでは、ピット作業がポイント。第2戦もてぎと
同様、第1スティント（給油のピット前の走行）でい
かに燃費を稼ぎつつ、速いペースで周回を重ね
るか。見えないながら激しい戦いが繰り広げられ

ることになる。この点ではトヨタ有利とも言われるも
てぎだが、前戦の雪辱を誓う塚越の巻き返しにも
注目だ。

Round 5 MOTEGI Topic タイムスケジュール（決勝日）
8:00 〉〉 8:15 J-GP3フリー走行

8:25 〉〉 8:40 J-GP2フリー走行

 8:50 〉〉 9:20 Formula NIPPONフリー走行 
 9:20 〉〉 9:30 Formula NIPPONスタート練習 

9:40 〉〉 10:20 PIT WALK
10:50 〉〉 J-GP3 決勝 （15周）

11:55 〉〉  J-GP2 決勝 （18周）

14:00 〉〉 Formula NIPPON 第5戦 決勝（52周）

16:05 〉〉 F3 第8戦 決勝（20周）

2013年からの新シリーズ名称は午前9時50分発表！
来季の開催スケジュールは同じ7戦で調整中

Team Pit ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 1,2 ＊ ＊ 16 ＊ 19,20 ＊ 40,41 ＊ 7,8 ＊ 31,32 ＊ 38,39 ＊ ＊ 18 ＊ 10,11 ＊ ＊ 3 ＊ ＊ 62 ＊ ＊ ＊
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

▲1st Corner

ジョアオ・パオロ・デ・オリベイラ TEAM IMPULPole Position 19No.

強豪、激突!!チャンピオン獲得の鍵はこの一戦に！
もてぎは抜けない？非常に僅差の予選だけに、決勝での逆襲は十分あり!?

久しぶりにこの場（記者会見）に戻ってくることができて、うれしい。も
てぎではオーバーステアの傾向があるってわかっていたから、午前
のフリー走行では問題を解決するために時間をかけたんだ。結果
的に改善できたし、いい状況へ持っていけたね。朝はコンディション
が安定せず、あの中ですべてを見極めるのは難しかったけれど、
最終的に僕たちはクルマの方向性を見つけることができた。予選で
は、Q1とQ2で少しセッティングを変えて、Q2を終えた時点では、エ
ンジニアにグリップが少ないことや、オーバーステアになってきたとい
うことは伝えたよ。だけど、それだけ。Q3もQ2と同じセットでアタック
した。セットは変更してないよ。Q2からフロントに着けることができて
いたからね。先週、（リタイヤに終わった）SUPER GTは残念だった
けど、このもてぎでは結果を出したいと思っているよ。

この場に戻ってくることができて、うれしい

松田 次生 TEAM IMPUL2nd 20No. 中嶋 一貴 PETRONAS TEAM TOM’S3rd 2No.

毎回、フォーミュラ・ニッポンを走るときには、（復帰し
たことを意識して）突っ込み過ぎないようにとか、い
ろいろと考えながら修正をして、クルマも予選に合
わせて細かいところのセットアップをするんです。そ
れがうまくいったと思います。Q3ではタイヤの内圧、

車高を微調整し、それが良い方向に働いて大きな
タイムアップにつながった、という感じです。ただデ・
オリベイラ選手と1000分の4秒差で負けたのは悔
しいし、もうちょっとフリー走行でいいところにいられ
たら、また状況は変わっていたかもしれないですね。

1000分の4秒差で負けたのは悔しい
朝の走り始めは少し良くなかったのですが、徐々に
良くなり、ニュータイヤでの状態も悪くなかったです。
Q1があまり良くなかったので、Q2にかけて少し調整
をし、路面コンディションも上がっていい感じだった
ので、Q3でも微調整をしてアタックしました。コンディ

ションは一番良かったし、人間も3度走れば（調子も）
上がってきますよね（笑）。ただ手応えはあったのに、
帰ってきたら3番手だったのですごく悔しい。でも自
分なりには力は出せたと思うんで、頭を切り替えて、
決勝レースでいい走りができるよう戦いたいです。

手応えはあったのに、3番手ですごく悔しい

アンドレ・ロッテラー PETRONAS TEAM TOM’S4th 1No. 塚越 広大 DOCOMO TEAM DANDELION RACING5th 41No.

ストレスの溜まる予選だったね。Q1ではトラフィッ
クに引っかかったし。特にQ2は最悪だった。普通
に1コーナーに入って行ったら、全くタイヤのグリッ
プがなくて、それで飛び出してしまったんだ。朝の
練習走行の時は、ニュータイヤのグリップを感じら

れたけど、Q2ではどのコーナーでも滑りまくってい
た。だから、Q3ではどうなるか自信が持てず、保
守的なドライビングをするしかなかった。4位に終
わったのは残念だよね。レースでは何とかいいス
タートを決めて、前に出たいと思っているよ。

ストレスの溜まる予選だった
前回の富士がボロボロだったので、どこかで取り返
したいという気持ちがありました。エンジニアと今後
のレースに向けてどういうクルマにしていこうかと話
もしましたし、今日はフリー走行から順調に進んで、
悪くない流れだったんです。予選も、フリー走行から

やっている方向がいい方向に進んだので、今日の
結果は現状を表しているんだと思います。確かに
地元のサーキットなので、みんなの力をもっといい結
果に繋げたかったという思いもあります。決勝も厳し
い戦いになるでしょうが、精いっぱいガンバります！

厳しい戦いだが、精いっぱいガンバる


